
快適性と低炭素社会を両立させる建築・街区計画やスマートシティ構築を推進するため，日射・風の道・緑化を積極的
に活用した建築・街区について，年間を通じた快適性と省エネルギー，CO2 の発生量を評価できるシミュレーションシ
ステムを構築しました。

建物の熱負荷に伴う空調用エネルギー消費量や，敷地内の太陽光発電量は，計画建物を取り巻く周辺建物や街区の状況
に左右されます。また，屋外空間の快適性は，設計による環境改善効果が年間のどれくらいの時間帯に及ぶのかを定量
的に把握することが重要と考えられます。街区の屋外環境の解析プログラムとエネルギー解析プログラムを連動させる
ことにより，街区の風・日射の効果と建物内の空調負荷との間の複雑な相互作用および体感温度の局地的な空間分布を
対象として，年間を通じた検討を可能とするシステムが実現しました。

日射・照り返しの時間変化を解析することにより，木陰の移り変わりによる体感温度の変化や建物壁面の照り返しが建
物の空調負荷や太陽電池の発電量に与える影響を解析することができます。さらに，屋外・建物内の風の流れの解析を
行うことにより，窓を開けて外の空気を取り込み空調のいらない時間が年間のうちどれぐらいになるかという解析も可
能になりました。
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